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▼
「
情
け
は
人
の

為
な
ら
ず
」
と
い

う
こ
と
わ
ざ
は
、

他
人
に
親
切
に
す

る
こ
と
は
そ
の
人

の
た
め
に
な
る
だ
け
で
は
な
く
、
最

後
は
自
分
に
そ
の
報
い
が
来
る
と
い

う
意
味
。
因
果
応
報
の
理
を
分
か
り

や
す
く
示
し
て
い
る
。
社
会
や
他
人

に
迷
惑
を
か
け
れ
ば
、
そ
れ
は
い
ず

れ
自
分
に
不
幸
や
災
難
と
し
て
返
っ

て
く
る
の
で
あ
る
。
▼
ま
た
、「
お
て

ん
と
う
さ
ま
は
お
見
通
し
」
や
「
天

知
る
、
地
知
る
、
我
知
る
、
人
知
る
」

と
い
う
言
葉
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
言

葉
は
、
誰
も
知
ら
な
い
よ
う
に
見
え

て
も
必
ず
悪
事
は
露
見
す
る
こ
と
を

教
え
て
い
る
。
▼
最
近
、
目
に
見
え

な
い
因
果
応
報
の
理
を「
た
ま
た
ま
」

「
偶
然
」
と
な
い
が
し
ろ
に
す
る
傾

向
が
あ
る
。「
他
人
が
見
て
い
な
け

れ
ば
何
を
し
て
も
い
い
」「
悪
い
こ

と
を
し
て
も
見
つ
か
ら
な
け
れ
ば
い

い
」
と
、
悪
い
こ
と
に
走
る
。
▼
大

自
然
の
法
則
は
、
信
じ
よ
う
が
信
じ

ま
い
が
、
厳
然
と
し
て
私
た
ち
人
間

を
支
配
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
を
社

会
全
体
で
認
識
す
る
こ
と
が
、
今
求

め
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
思
う
。
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村長室

手・まめ・館」設立当初から出荷しています。最盛期を迎えたジャガイモをは

じめ、トマトやキュウリなどの夏野菜、カボチャ、大根、小松菜や切り干し

大根など。多品目を作り、１年中商品が並んでいます。農薬や化学肥料は最低限
のものしか使いません。「手間はかかるけど、安全なものを提供したい」ときっぱ

り。「安全なものを品ぞろえ良く」が緑川さん夫妻のポリシー。全てはお客さんに

喜んでほしいからです。それだけに勉強熱心で、専門誌などを見て学んでいます。
「百姓一筋。これからも夫婦で協力して出荷していきたい」と、意欲は尽きません。

手まめな生産者 ＜第１回＞

「安全なものを品ぞろえ良く」がポリシー

緑川勝美さん 千代子さん
みどりかわ・かつみ（74）　ちよこ（74）／西山字押野

絵／緑のふるさと協力隊・山田恵里さん

■行政ＮＡＶＩ

■ほっとニュース

　介護サービスの利用者負担が変わります
　８月23日㊐投・開票　鮫川村長選挙 ほか

　健康づくり夏季球技大会
　夏休みの「声」は鮫川小 ほか

暑
い
夏
が
や
っ
て
来
た

暑
さ
に
負
け
ず
水
遊
び
を
す
る
湯
座
愛
斗
君（
６
つ
）
と

海
音
ち
ゃ
ん（
４
つ
）＝
赤
坂
中
野
字
取
上
＝
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行政

ＮＡＶＩ

　７月 23日に開催した「第 19回
鮫川村仮設焼却炉監視委員会」で、
環境省から鮫川村仮設焼却炉の運
転業務が７月 13日で完了したこ

とが報告されました。
　その後、環境省は仮設焼却炉の

清掃を行いました。７月末、その

過程で集められた破砕機などに付
着した残りの焼却物を焼却。運転
業務は完全に終了しました。
　村仮設焼却炉監視委員会は、７
月 31日に監視活動を行い、作業
内容などを確認しました。仮設焼
却炉の解体作業をしている期間、
月１回の監視活動を継続します。
問村地域整備課環境係☎㊾3196

　

介
護
保
険
制
度
は
、
高
齢
者
の
介

護
な
ど
に
か
か
る
負
担
を
社
会
全
体

で
支
援
す
る
仕
組
み
で
す
。

　

２
０
２
５
年
に
は
団
塊
の
世
代

の
人
が
75
歳
以
上
と
な
り
、
３
人
に

１
人
が
65
歳
以
上
、
５
人
に
１
人
が

75
歳
以
上
と
な
り
ま
す
。
将
来
に
わ

た
っ
て
持
続
可
能
な
制
度
に
す
る
た

め
、
８
月
か
ら
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利

用
者
負
担
な
ど
が
変
わ
り
ま
す
。

　

私
た
ち
に
最
も
関
わ
り
が
あ
る
鮫

川
村
長
選
挙
を
８
月
18
日
㊋
に
告

示
、
８
月
23
日
㊐
に
投
・
開
票
で
行

い
ま
す
。
私
た
ち
の
「
声
」
を
村
政

に
反
映
さ
せ
る
大
切
な
選
挙
で
す
。

棄
権
し
な
い
で
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

投
・
開
票
日　

８
月
23
日
㊐

投
票
で
き
る
人　

平
成
７
年
８
月
24

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
で
、
平
成

27
年
５
月
17
日
以
前
か
ら
引
き
続

き
村
内
に
居
住
し
、
選
挙
人
名
簿

に
登
録
さ
れ
て
い
る
人

投
票
時
間　

７
時
～
18
時

【
期
日
前
投
票
】

　

投
票
日
当
日
に
投
票
で
き
な
い
人

は
、
期
日
前
投
票
が
で
き
ま
す
。
入

場
券
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

期
間　

８
月
19
日
㊌
～
22
日
㊏　

８

　

時
30
分
～
20
時

期
日
前
投
票
所　

村
役
場「
村
民
ホ
ー

　

ル
」

そ
の
他　

車
い
す
な
ど
を
利
用
し
て

い
る
人
は
、
期
日
前
投
票
を
お
勧

め
し
ま
す
。
期
日
前
投
票
は
村
診

療
所
の
送
迎
車
を
利
用
で
き
ま

す
。
利
用
す
る
場
合
は
、
必
ず
村

診
療
所
︵
☎
㊾
２
０
２
８
︶
に
予
約

し
て
く
だ
さ
い
。

問
村
選
挙
管
理
委
員
会
☎
㊾
３
１
１

　

１
一
定
以
上
の
所
得
が
あ
る
人
は

利
用
者
負
担
が
２
割
に
な
り
ま
す

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
は
所
得
に

か
か
わ
ら
ず
サ
ー
ビ
ス
費
の
１
割

を
負
担
し
て
い
ま
し
た
。
８
月
か
ら

は
、
65
歳
以
上
︵
第
１
号
被
保
険
者
︶

で
、
一
定
以
上
の
所
得
が
あ
る
人
は

２
割
負
担
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、

月
々
の
利
用
者
負
担
に
は
上
限
が
あ

り
、
上
限
を
超
え
た
分
は
高
額
介
護

サ
ー
ビ
ス
費
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

対
象　

65
歳
以
上
で
、
合
計
所
得
金

額
が
１
６
０
万
円
以
上
の
人　

※

た
だ
し
、
65
歳
以
上
の
人
の
「
年

金
収
入
と
そ
の
他
の
合
計
所
得
金

額
」
の
合
計
が
単
身
で
２
８
０
万

円
未
満
︵
２
人
以
上
い
る
世
帯
は

合
計
３
４
６
万
円
未
満
︶
の
場
合

は
１
割
負
担
︵︻
図
１
︼
参
照
︶

高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の

負
担
の
上
限
額
が
変
わ
り
ま
す

　

１
カ
月
の
利
用
者
負
担
が
上
限

を
超
え
た
と
き
、
申
請
す
る
と
超
え

た
分
︵
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
︶
が

支
給
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、
上
限

額
は
所
得
に
応
じ
て
４
区
分
で
し
た

が
、「
現
役
並
み
所
得
相
当
」
の
区
分

を
加
え
た
５
区
分
に
変
わ
り
ま
す
。

詳
細
は
表
１
の
と
お
り
で
す
。

食
費
・
部
屋
代
の
負
担
軽
減
の

基
準
が
変
わ
り
ま
す

　

介
護
施
設
や
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
を

検査試料 赤坂西野 西　山 赤坂中野 東　石 富　田 渡　瀬 青生野

インゲン 不検出 不検出 9 不検出 不検出 不検出 不検出

ジャガイモ 不検出 不検出 不検出 不検出
　～10

不検出 不検出

キュウリ 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出

カボチャ 不検出 不検出 不検出 不検出

キャベツ 不検出 不検出 不検出 不検出

しその葉 不検出 不検出 12 不検出

トマト 不検出 不検出 不検出 不検出

ナス 不検出 不検出 不検出 不検出

カブ 不検出 不検出 不検出

タマネギ 不検出 不検出 不検出

ピーマン 不検出 不検出 不検出

ホウレン草 不検出 12 13

モロッコインゲン 不検出 不検出 不検出

梅 不検出 不検出

[ベクレル/㎏］６月16日～７月15日検査

　村内で栽培・採取され
た農産物などの放射性セ
シウム測定結果を公表し
ます。結果は参考値で目安
です。
　村は引き続き放射性物
質の検査を受け付けてい
ます。ぜひ、利用してくだ
さい。

問村農林課☎㊾３１１４

農産物などの

放射性物質
測定結果

【注釈】
①放射性セシウムは134と
137の合算値です。
②検出限界値未満を「不検
出」と表示しています。
③空欄は測定実績がありま
せんでした。
④同じ地区で複数ある場合
は、最小値と最大値を表示
しています。

８
月
か
ら
介
護
保
険
制
度
が
一
部
改
正

仮設焼却炉運転業務が
完了しました

８
月
23
日
㊐

投
・
開
票

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
負
担
が
変
わ
り
ま
す

村
長
選
挙
を
行
い
ま
す

【表１】高額介護サービス費の上限額
区　　分 負担の上限（月額）

現役並み所得者に相当する人がいる世帯（※） 44,400円（世帯）
世帯内の誰かが村民税を課税されている 37,200円（世帯）
世帯の全員が村民税を課税されていない 24,600円（世帯）

①老齢福祉年金を受給している
②前年の合計所得金額と公的年金等収入
額の合計が年間 80万円以下など

24,600円（世帯）
15,000円（個人）

生活保護を受給している人など 15,000円（個人）

※ 65歳以上で課税所得 145万円以上の人がいる世帯。ただし、
65歳以上の人の収入が383万円未満（２人以上いる世帯は合
計 520万円未満）の場合、申請することで37,200円の上限額
が適用されます。

【図１】利用者負担の割合

利
用
す
る
際
の
食
費
や
部
屋
代
は
、

自
己
負
担
が
原
則
で
す
が
、
所
得
が

低
い
人
は
そ
の
負
担
を
軽
減
さ
れ
る

制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
本
人
お
よ
び
世
帯
の

人
の
前
年
所
得
を
基
に
判
断
し
て
い

ま
し
た
が
、
要
件
を
追
加
し
、
次
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
は
軽
減

さ
れ
ま
せ
ん
。
▼
配
偶
者
が
村
民
税

を
課
税
さ
れ
て
い
る
▼
預
貯
金
な
ど

が
１
千
万
円
︵
配
偶
者
が
い
る
場
合

は
合
計
２
千
万
円
︶
を
超
え
て
い
る

相
部
屋
の
部
屋
代
全
て
が

自
己
負
担
に
な
り
ま
す

　

こ
れ
ま
で
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
の
相
部
屋
︵
多
床
室
︶
の
部
屋
代

の
う
ち
、
室
料
相
当
額
は
介
護
保
険

か
ら
の
給
付
対
象
で
し
た
。
８
月
か

ら
は
部
屋
代
全
て
を
自
己
負
担
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

対
象　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
や

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
を
利
用
し
て
い

る
人
の
う
ち
、
相
部
屋
に
入
所
し

食
費
・
部
屋
代
の
負
担
軽
減
を
受

け
て
い
な
い
人

負
担
額　

個
別
に
利
用
し
て
い
る
施

　

設
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
村
住
民
福
祉
課
福
祉
係
☎
㊾
３
１

　

１
３

65
歳
以
上
の
人

いいえ

いいえ

はい

はい

１
割
負
担

２
割
負
担

本
人
が
村
民
税
を

課
税
さ
れ
て
い
る

本
人
の
合
計
所
得
金
額

が
１
６
０
万
円
以
上

（年金収入）＋（その他の合計
所得金額）が280万円未満
※65歳以上の人が２人以上いる世
帯は合計346万円未満

下記以外の場合
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今
と
昔
の
暮
ら
し
が
共
存
す
る
鮫
川
村

こ
こ
で
生
き
る
知
恵
を
勉
強
し
て
い
き
た
い

１・２_昔から絵を描くことが好きで、親しくさ

せてもらっている農家さんの似顔絵を描き始め

ました。「手・まめ・館」を少しでも盛り上げた

いと思い、掲示させてもらっています／３_余

所内の関根のぶ子さん宅で「石田みそ」作りを

体験しました。蒸した大豆を機械でつぶす工程

１

２

３

折戸の阿久津清次さん・澄子

さん夫妻の畑で、タマネギ収

穫を手伝いました。２人は勉

強熱心で、手をかけて野菜を

作っていると感じました

「緑のふるさと協力隊 in 鮫川村」

「いいね！」お願いします。

　めぐみのさと　　　緑のふるさと協力隊・山田恵里さんの鮫川体験記

充
実
し
た
学
校
生
活

■
授
業
参
観
・
家
庭
教
育
学
級

　

今
年
度
、
本
校
は
道
徳
教
育
に

特
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　

６
月
27
日
の
授
業
参
観
で
は
、

全
学
年
道
徳
の

授
業
を
行
い
ま

し
た
。
子
ど
も

た
ち
は
、
友
だ

ち
と
意
見
交
換

し
た
り
、
保
護

者
と
話
し
合
っ
た
り
し
て
、
こ
れ

か
ら
の
自
分
の
あ
り
方
に
つ
い
て

考
え
ま
し
た
。
野
球
部
の
監
督
を

ゲ
ス
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
に
迎
え
、

話
を
聞
い
た
学
級
も
あ
り
ま
し
た
。

　

授
業
参
観
後
、
体
育
館
で
家
庭

教
育
学
級
が
開
か
れ
ま
し
た
。
Ｎ

Ｔ
Ｔ
東
日
本
福
島
支
店
職
員
が
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
依
存
症
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ト
ラ
ブ
ル
と
そ
の

対
応
策
に
つ
い
て
講
演
し
ま
し
た
。

■
芸
術
鑑
賞
教
室

　

７
月
３
日
、
本
校
体
育
館
で
劇

団「
わ
ら
び
座
」

に
よ
る
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
「
ど
ん

ぐ
り
と
山
猫
」

が
上
演
さ
れ

ま
し
た
。
素
晴

ら
し
い
内
容
に
子
ど
も
た
ち
は

引
き
込
ま
れ
、
感
動
し
て
い
ま
し

た
。
鑑
賞
後
、
舞
台
や
音
響
の
工

夫
、
衣
装
を
素
早
く
着
替
え
る
様

子
な
ど
も
披
露
さ
れ
、
心
に
強
く

残
る
教
室
に
な
り
ま
し
た
。

■
英
語
宿
泊
体
験
研
修

　

７
月
６
日
か
ら
８
日
ま
で
の
二

泊
三
日
の
日
程
で
、
６
年
生
が
ブ

リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
ヒ
ル
ズ
で
英
語

宿
泊
体
験
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

イ
ギ
リ
ス
の
ス
ポ
ー
ツ
、
ダ
ン
ス

や
創
作
活
動
な
ど
を
体
験
し
た
り
、

フ
ル
コ
ー
ス
の
食
事
を
堪
能
し
な

が
ら
テ
ー
ブ

ル
マ
ナ
ー
を

学
ん
だ
り
し

ま
し
た
。
イ
ギ

リ
ス
の
文
化

に
触
れ
た
り
、

英
語
に
親
し
ん
だ
り
、
国
際
人
と

し
て
の
マ
ナ
ー
を
身
に
付
け
た
り

す
る
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

（
文
・
写
真
／
鮫
川
小
学
校
）

鮫川小学校編
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　オオカミに育てられた人間の子ど

もの話を知っていますか。
　インドでの出来事です。人間の女の

子が２人生まれました。しかし、どう

したことか、その乳幼児はオオカミに

連れ去られ、オオカミと一緒に生活を

しました。
　数年後、女の子たちは発見され、救
い出されました。牧師夫妻の手で手
厚い養育や指導を受けましたが、人
間と同じように暮らすことは難しく、
次 と々死んでしまいました。保護され

た当時、女の子たちはオオカミと同じ

ように生肉を好み、夜は遠吠えをしま

した。人間の食べ物は合わず、最後ま

で言葉は不自由でした。
　皆さんは、この事実から何を考えま

すか。人間には、言葉や生き方を学習
する時期があるということです。
　鮫川村での子育てを考えましょう。

奧貫　洋

教育長コラム
圓井選手みたいなマラソンランナー

世界を旅していろんな事を知りたい

歌手の気持ちが分かる演歌が好き

宇宙は不思議な事がいっぱい

さめがわの教育

ぼ
く
・
わ
た
し
の
主
張

＜

第
３
回＞

鮫
川
小
６
年
生

恵 里みの
さめがわ日記　ｖｏｌ .４

Education  of  SAMEGAWA

土手内吉輝君

阿久津好輔君

矢吹悠葉君

渡邊大祐君

将来の夢はマラソンランナーです。体力を

つけるために、近所の坂道を何回も走って

います。圓井彰彦選手が目標です。中学生、
高校生になってもマラソンを続けて、箱根
駅伝や世界大会に出たいです。

大人になったら世界を旅したいです。４歳の

ころから興味がありました。小学校で勉強
するようになって、もっと深く理解したいと

思うようになりました。世界中の観光、食
べ物や伝統行事を体験したいです。

演歌歌手になりたいです。お父さんが演歌
を流していて、聞いているうちに自然と覚え

ました。演歌は歌っている人に合っていて、
その人の気持ちがよく分かるから好きです。
ひだまり荘や地域の大会で歌っています。

宇宙に関わる仕事をすることが夢です。図
書館で宇宙の本を読んだことがきっかけで

す。宇宙は不思議なことがいっぱいで、興
味を持ちました。これからハレーすい星や

日食などがあるときは必ず見たいです。

最
近
、
自
分
が
生
き
生
き
で
き
る
活

動
が
少
し
ず
つ
分
か
っ
て
き
ま
し

た
。
そ
の
一
つ
が
絵
を
描
く
こ
と
で
す
。

活
動
を
通
し
て
出
会
っ
た
農
家
さ
ん
の
似

顔
絵
を
描
い
て
い
ま
す
。
お
世
話
に
な
っ

て
い
る
お
礼
に
な
れ
ば
と
、
細
々
と
活
動

し
て
い
ま
す
。「
手
・
ま
め
・
館
」
に
掲
示

し
て
い
る
の
で
、
ぜ
ひ
見
て
く
だ
さ
い
。

　

今
回
は
暑
さ
に
負
け
ず
折
戸
地
区
で
タ

マ
ネ
ギ
の
収
穫
を
し
た
り
、
岩
野
草
地
区

の
農
家
民
宿
「
は
な
の
宿や

」
に
泊
ま
っ
た

り
、
余
所
内
地
区
で
「
石
田
み
そ
」
の
仕

込
み
を
し
た
り
と
鮫
川
村
の
暮
ら
し
に

ど
っ
ぷ
り
漬
か
り
ま
し
た
。

　

農
家
民
宿
「
は
な
の
宿
」
で
は
お
い
し

い
ご
飯
を
一
緒
に
作
っ
た
り
、
朝
の
散
歩

中
に
ワ
ラ
ビ
や
ク
ワ
の
実
を
採
っ
て
食
べ

た
り
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
鮫
川
村
の
暮

ら
し
に
つ
い
て
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　

活
動
の
中
で
気
に
な
っ
た
事
の
一
つ
が

「
石
田
み
そ
」
で
す
。
会
津
出
身
で
鮫
川
村

長
を
務
め
た
石
田
卯
子
八
さ
ん
が
伝
え
た

「
み
そ
」
で
、
米
麹
の
粒
が
残
っ
て
い
る
こ

と
が
特
徴
。
そ
れ
以
前
は
、
米
が
採
れ
に

く
く
高
価
だ
っ
た
た
め
、
麦
な
ど
で
作
っ

て
い
た
そ
う
で
す
。

　

鮫
川
村
の
文
化
や
暮
ら
し
は
、
知
れ
ば

知
る
ほ
ど
お
も
し
ろ
い
！　

今
で
も
昔
の

知
恵
や
工
夫
が
息
づ
い
て
い
る
と
思
い
ま

し
た
。
鮫
川
村
は
今
と
昔
の
暮
ら
し
が
共

存
す
る
魅
力
あ
ふ
れ
る
村
で
す
。

　

私
の
実
家
で
は
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
た
ち

と
同
居
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
昔
の
知

恵
な
ど
を
な
か
な
か
知
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。
な
の
で
、
鮫
川
村
で
生
き

る
知
恵
を
勉
強
し
な
が
ら
日
々
を
過
ご
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
も
私
の
独
自
目
線
で
鮫
川
村
の
魅

力
な
ど
を
伝
え
て
い
き
ま
す
。
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鮫
川
村
と
鮫
川
郵
便

局
（
松
崎
信
之
局
長
）、

石
川
郵
便
局
（
小
堀
晴

規
局
長
）
は
７
月
10
日
、

「
災
害
発
生
時
に
お
け

る
村
と
鮫
川
郵
便
局
、

石
川
郵
便
局
の
協
力
に

関
す
る
協
定
」
を
結
び

ま
し
た
。

　

松
崎
鮫
川
郵
便
局
長

と
小
堀
石
川
郵
便
局
長

が
同
日
、
役
場
村
長
室

を
訪
れ
、
調
印
式
は
行

わ
れ
ま
し
た
。「
村
民
の

た
め
に
、
両
者
が
協
力

し
、
安
心
・
安
全
な
村

づ
く
り
を
し
た
い
」
と

大
樂
村
長
が
あ
い
さ
つ

を
述
べ
、
大
規
模
災
害

発
生
時
に
協
力
す
る

こ
と
を
約
束
。
▼
車
両

の
提
供
▼
情
報
の
相
互

提
供
▼
広
報
活
動
ー
な

ど
、
東
日
本
大
震
災
の

経
験
を
基
に
、
住
民
の

安
否
確
認
や
郵
便
物
の

迅
速
な
配
達
な
ど
を
行

う
た
め
の
内
容
。

協定書を持つ関係者

村政TOPICS

学
ん
だ
こ
と
を
基
に
寸
劇
を
す
る
生
徒

感
謝
状
を
手
渡
さ
れ
る
歴
代
区
長

録
音
を
行
っ
た
武
藤
君
㊧
と
須
藤
さ
ん

食
改
メ
ン
バ
ー
と
料
理
を
作
る
参
加
者

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
青
年
の
部

感
謝
を
込
め
て
「
い
た
だ
き
ま
す
」

熱
心
に
田
の
草
を
取
る
参
加
者

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
を
採
る
園
児

災害発生時に村と郵便局が協力を約束薬物の危険性を呼びかける

認知症の症状などを理解継続完納60年を祝う

午後５時になります・・・ たくさん採ったよ

鮫川中２年生が認知症サポーター養成講座渡瀬と富田で納税継続完納60年達成記念式典

夏休みの「声」は鮫川小 こどもセンターブルーベリー狩り

　「認知症サポーター養成講座」は７月15日、鮫
川中２年生を対象に行われました。講座では、寸
劇を見ながら認知症の症状などを学んだあと、生
徒たちはグループに分かれて認知症の人との接し
方や声のかけ方などを話し合い、認知症への理解
を深めました。

　渡瀬区と富田区は「納税継続完納60年達成記
念式典」を開き、住民一丸となって達成した継続
完納を祝うとともに、70年達成に向けて誓いを新
たにしました。渡瀬区は７月12日に、富田区は同
26日に各集落センターで開催。式典では、現区長
から歴代区長に感謝状が贈られました。

　夏休み期間中の夕方に流れている防災無線の

放送は、毎年小学生がアナウンサーを務めていま

す。今年、夏休みの「声」を担当しているのは鮫川
小６年の武藤圭汰君と須藤由衣さんです。７月14

日、役場放送室で録音を行った２人は「緊張した

けど、上手にできた」と感想を話しました。

　北区健康づくり栄養グループ「食彩」の農村体
験ホタルツアーは６月28日、29日の２日間、村内
で行われました。ツアーには北区民21人が参加。
ホタルの幻想的な光を観賞したほか、村食材を生
かした料理、柏餅やバターを作ったり、野菜収穫
を体験したりと、鮫川の自然と食を満喫しました。

　村体育協会主催の「第70回健康づくり夏季球
技大会」は６月28日、村内各会場で行われまし

た。ソフトボール、バレーボール合わせて18チー

ムが参加し、熱戦が繰り広げられました。
　各部の上位２チームは８月２日に矢祭町で開か

れる東白川町村親善球技大会に出場します。

村政TOPICS

鮫川の自然と食を満喫

暑さに負けず熱戦繰り広げる 和食の良さを実感

里山の暮らしを堪能

代表監査委員に根本一美さん

東京都北区「食彩」が農村体験ホタルツアー

健康づくり夏季球技大会 鮫川小５年生が和食マナー給食

渡瀬地区で田んぼのオーナー

　さめがわこどもセンターの「ブルーベリー狩り」
は７月14日、小林輝男さん＝葉貫＝が所有する畑
で行われました。参加した４・５歳児は、「あま～
い」「ジューシー」と夢中で頬張っていました。「た

くさん採ったよ」と家族へのお土産を両手に抱
え、満足気な表情をしていました。

　「和食マナー給食」は７月10日、鮫川小５年生
を対象に行われました。児童たちは、箸や食器の

持ち方、魚の食べ方などの和食マナーを意識しな

がら給食を食べました。「日本の伝統的な料理だ

と分かった」「魚の食べ方が難しかった」など、苦
戦しながらも和食の良さを感じていました。

　「田んぼのオーナー」田の草取り作業は７月３
日、４日の２日間、渡瀬地区で行われました。東
京都からオーナー９人が参加。さめがわライフサ

ポート（蛭田晃代表）の指導で草取り作業で汗を

流したほか、夜はホタル観賞。２日目は野菜や果
物の収穫を行い、里山の暮らしを堪能しました。

ほ っ と ニ ュ ー ス

　

薬
物
乱
用
防
止
を
目

的
と
し
た「
ダ
メ
。
ゼ
ッ

タ
イ
」
普
及
運
動
は
７

月
１
日
、
宿
ノ
入
交
差

点
と
修
明
高
校
鮫
川
校

入
口
の
２
カ
所
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

村
薬
物
乱
用
防
止
指

導
員
は
、
通
行
す
る
ド

ラ
イ
バ
ー
や
生
徒
に
チ

ラ
シ
な
ど
を
配
り
、
薬

物
の
危
険
性
や
防
止
策

な
ど
を
呼
び
か
け
ま
し

た
。

　

村
は
27
年
７
月
１
日

付
で
、
代
表
監
査
委
員

に
根
本
一
美
さ
ん
＝
岩

野
草
＝
を
委
嘱
し
ま
し

た
。
任
期
は
31
年
６
月

30
日
ま
で
の
４
年
間
で

す
。

運転手に呼びかける指導員根本一美さん
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Book

自然の恵みと人の
知恵が織りなす

お茶の文化や楽
しみ方。一服のお

いしいお茶がもた

らす豊かな時間
とは…。京都の老
舗「一保堂茶舗」

の６代目夫人がつづる歳時記。

料 理の得意
なバムと、食
いしん坊のケ

ロ。二人が出
てくる絵本に

は、食事シー

ン が いっぱ

い。そんな絵
本の中のとっておきレシピと楽しい

エピソードを紹介。

89 89

図 書 の 缶 詰

図書館からおすすめの本をご紹介
鮫川村図書館☎ 29-1150

せきね・よしたか●1995年１月生まれ。中井住宅木販㈱（鮫
川村）に勤務。趣味は野球観戦。モットーは「一日一善」。西山字
西野内、20歳。

　

私
は
今
年
で
二
十
歳
に
な
り
、
今
ま

で
夢
だ
っ
た
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。
車
で
遠
く
へ
行
っ

た
り
、
趣
味
に
お
金
を
か
け
た
り
、
今

ま
で
と
は
違
っ
た
生
活
を
送
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
そ
れ
に
伴
い
自
分
で
責

任
を
持
つ
こ
と
も
増
え
て
き
ま
し
た
。

仕
事
に
取
り
組
む
姿
勢
も
変
わ
っ
た
よ

う
に
感
じ
て
い
ま
す
。
つ
ら
い
事
も
あ

り
ま
す
が
、
や
り
が
い
の
あ
る
仕
事
な

の
で
こ
れ
か
ら
も
頑
張
り
ま
す
。

　

た
ま
に
近
所
を
自
転
車
で
走
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
近
所
は
上
り
下
り
が
多

い
で
す
が
、
下
り
坂
を
一
気
に
下
る
と

風
が
気
持
ち
い
い
で
す
。
時
間
が
あ
れ

ば
自
転
車
で
福
島
県
を
一
周
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
特
に
磐
梯
吾
妻
ス
カ

イ
ラ
イ
ン
の
浄
土
平
に
行
っ
て
み
た
い

で
す
。

　

今
、
将
来
の
こ
と
を
考
え
て
も
ど
う

な
る
の
か
全
く
想
像
が
で
き
ま
せ
ん
。

と
に
か
く
自
分
ら
し
く
生
き
て
い
け
た

ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。
や
る
べ
き
事
を

や
り
、
好
き
な
事
を
好
き
な
だ
け
や
る
。

そ
ん
な
人
生
を
送
り
た
い
で
す
。

　

最
近
は
忙
し
く
て
ゆ
っ
く
り
考
え
る

時
間
が
な
か
っ
た
の
で
、
今
回
の
執
筆

で
い
ろ
ん
な
こ
と
を
考
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
、
こ

れ
か
ら
も
仕
事
な
ど
を
頑
張
り
た
い
と

改
め
て
思
い
ま
し
た
。

　

次
号
は
、
宗
田
め
ぐ
み
さ
ん（
赤
坂
東
野
字

官
代
）に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
！

205村民【随想】リレー

関根吉崇さん

二十歳になって

み ん な の ペ ー ジ

「
そ
ろ
ば
ん
」
と
交
流
の
相
乗
効
果
で
脳
を
活
性
化

たてやま寺子屋サロン
蛭田一雄代表／８人

　

た
て
や
ま
寺
子
屋
サ
ロ
ン
は
、
脳
の
老
化

防
止
に
効
果
が
あ
る
と
注
目
さ
れ
て
い
る

「
そ
ろ
ば
ん
」
で
脳
を
鍛
え
て
い
ま
す
。
発
足

の
き
っ
か
け
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
が
主
催

す
る
「
大
人
の
脳
ト
レ
講
座
」。
講
座
終
了
後

も
自
主
活
動
と
し
て
継
続
し
て
い
ま
す
。

　

蛭
田
一
雄
さ
ん
＝
関
口
＝
の
指
導
で
、

黙
々
と
そ
ろ
ば
ん
を
は
じ
き
ま
す
。
ひ
と
息

つ
く
と
「
く
た
び
れ
た
」
と
口
に
す
る
参
加

者
。「
サ
ビ
付
い
た
脳
を
磨
い
て
い
る
よ
う

だ
」「
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
う
れ
し
い
」
な
ど
、
そ
の
表
情
か

ら
は
充
実
感
が
に
じ
み
出
て
い
ま
す
。

　

お
茶
を
飲
み
な
が
ら
の
会
話
も
楽
し
み

の
一
つ
。「
そ
ろ
ば
ん
」
と
交
流
の
相
乗
効
果

で
、
さ
ら
に
脳
を
活
性
化
さ
せ
て
い
ま
す
。

さ

る

め

集

が

い

わ

41

を

彩

■

第３土曜日は 家族一緒に読書の日

俳　
　

句

蝉
し
ぐ
れ
帰
京
す
る
子
の
白
い
服

中
井

　
恒
峯

憎
っ
く
き
か
な
根
切
虫
め
ら
大
豆
倒
す

北
條
素
人
坂

緑
映
え
母
七
回
忌
香
煙
立
つ

松
本

　
精
一

幸
せ
は
何
時
迄
続
く
青
嵐

黒
田

　
寿
香

梅
雨
寒
に
野
菜
の
出
来
ば
え
気
に
か
か
る

小
松
ハ
ル
エ

さ
み
だ
れ
て
日
光
き
す
げ
そ
そ
と
咲
く

土
　
竜

　
庵

「
胸
キ
ュ
ン
」
真
正
面
か
ら
来
る
蛍

齋
須

　
信
子

頬
白
の
囀
り
交
わ
す
梅
雨
晴
間前

田
　
縫
子

ほ
た
る
ぶ
く
ろ
母
と
歩
い
た
里
の
道

鈴
木

　
米
子

十
薬
や
旧
家
の
庭
の
片
隅
に

山
本

　
恵
子

渾
身
の
打
球
は
高
く
高
く
舞
う山

本
五
十
鈴

短　
　

歌

去
年
よ
り
重
み
を
感
じ
る
鍬
使
い
気
合

い
入
れ
て
暫
し
の
体
操

鈴
木
イ
ミ
子

水
く
れ
る
朝
を
生
き
生
き
と
朱
を
増
し

て
元
気
を
く
れ
る
ハ
ウ
ス
の
ト
マ
ト

佐
藤

　
春
枝

日
本
の
平
和
を
守
る
道
一
つ
先
ず
は
食

糧
安
保
を
決
め
て

矢
吹

　
定
子

春
雪
の
酸
素
の
肥
と
い
う
緑
濃
く
育
つ

畑
の
野
菜
い
ろ
い
ろ

須
藤

　
幸
子

鍬
の
手
を
休
め
て
真　

黄
金
等
あ
り
は

せ
ぬ
か
と
虹
の
山
仰
ぐ

水
野

　
珠
子

若
い
日
の
苦
労
は
買
っ
て
も
せ
よ
と
い

う
教
え
は
昔
も
今
も
変
わ
ら
ず関

根
　
瑞
恵

八
十
年
農
に
励
み
つ
つ
病
身
の
夫
と
共

に
生
き
し
自
分
史

溝
井
　
清
乃

一
本
の
大
根
で
さ
え
艶
め
き
て
作
り
し

者
の
心
を
映
す

坂
本
　
伊
紀

行
く
程
に
畑
の
作
物
は
肥
ゆ
と
い
う
農

の
原
理
に
生
き
て
幾
年

一
　
平
　
子

折
り
紙
に
心
を
こ
め
し
学
級
に
友
と
か

ざ
せ
ば
笑
顔
が
こ
ぼ
れ
る

石
井
　
幸
子

日
光
の
今
昔
を
見
る
研
修
会
時
代
の
権

威
と
繁
栄
を
知
る

須
藤
シ
ツ
エ

再
び
の
お
医
者
通
い
の
道
筋
の
緑
の
田

圃
に
こ
こ
ろ
安
ら
ぐ

前
田
喜
三
子

し
と
し
と
と
小
雨
降
り
き
る
庭
先
に
大

輪
咲
く
や
紫
陽
花
の
花

関
根
ヨ
ネ
子

暁
の
眠
り
を
覚
ま
す
ホ
ト
ト
ギ
ス
透
き

し
鳴
き
声
暫
し
聞
き
居
る

藤
田
千
代
子

軒
下
に
燕
顔
出
し
餌
も
ら
う
巣
立
ち
行

き
て
も
又
来
て
お
く
れ

関
根
ハ
ナ
ヨ

学
級
の
日
光
研
修
現
代
に
と
権
威
と
美

術
の
伝
承
を
学
ぶ

板
橋
　
源
良

一
日
の
命
燃
や
し
て
シ
ャ
ガ
が
咲
く
庭

の
木
下
の
淡
き
花
か
げ

関
根
キ
ヌ
子

国
民
に
違
和
感
あ
た
え
た
お
ご
り
発
言

は
戦
争
知
ら
な
い
弱
き
政
治
家矢

吹
　
一
二

手
入
れ
す
る
稲
作
農
は
放
棄
地
を
横
目

に
見
つ
つ
大
き
く
た
め
息

北
條

　
　
平

島田ゆか監修・文溪堂

SEK
IN

E  YO
SH

ITAK
A

お茶の味

バムとケロのおいしい絵本

渡辺都著・新潮社
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も
と
も
と
、
絵
に
興
味
が
あ
っ
た

水
野
博
和
さ
ん
は
、
１
９
９

７
年
、
公
民
館
事
業
「
絵
画
教
室
」

に
参
加
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
ア

ク
リ
ル
画
に
の
め
り
込
ん
で
い
き
ま

し
た
。

　

ア
ク
リ
ル
画
は
合
成
樹
脂
の
画
材

で
、
重
ね
て
塗
る
こ
と
が
特
徴
。「
意

図
せ
ず
気
に
入
っ
た
色
が
出
る
と
き

が
あ
る
。
こ
れ
だ
か
ら
、
や
め
ら
れ

な
い
」
と
色
彩
の
魅
力
を
話
し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
描
い
た
作
品
は
１
６
１

点
。
２
０
１
１
年
に
は
、
自
身
で
作

品
集
を
作
っ
た
ほ
ど
で
す
。
題
材
は

風
景
が
多
く
、
村
内
を
は
じ
め
、
旅

行
や
登
山
で
訪
れ
た
全
国
各
地
の
景

勝
地
で
す
。「
写
真
に
収
め
て
、
さ
ら

に
絵
を
描
く
こ
と
で
楽
し
み
が
倍
に

な
る
。
思
い
出
も
よ
み
が
え
っ
て
く

る
」
と
目
を
細
め
ま
す
。

　
「
白
河
総
合
美
術
展
」
で
11
年
か

ら
４
年
連
続
入
選
を
果
た
し
て
い
る

博
和
さ
ん
で
す
が
、「
味
が
出
る
の

は
こ
れ
か
ら
」
と
満
足
す
る
こ
と
を

知
り
ま
せ
ん
。
展
示
会
で
作
品
を
見

た
り
、
仲
間
と
交
流
し
た
り
す
る
こ

と
で
技
術
に
磨
き
を
か
け
て
い
ま
す
。

「
こ
れ
か
ら
は
仏
像
な
ど
、
今
ま
で

描
い
た
こ
と
が
な
い
題
材
に
も
挑
戦

し
た
い
。
生
き
て
い
る
限
り
挑
戦
し

続
け
た
い
」
と
意
欲
は
尽
き
ま
せ
ん
。

　

現
在
は
、
５
年
連
続
入
選
を
目
標

に
、
じ
っ
く
り
筆
を
進
め
て
い
ま
す
。

１番厳しいアドバイスをしてく
れるのは妻・洋子さんとお孫さ
ん。「なかなか的確」とにっこり。

本来はキャンバスをイーゼ
ルに立てかけて描きます
が、博和さんは床に置いて
描きます。描くときに、力
が入りやすいといいます。

み ん な の ペ ー ジ

石井隆幸さん

いしい・たかゆき
1995年１月30日生まれ　20歳
Ｏ型　みずがめ座
趣味は水上オートバイ、キャンプ
赤坂西野字酒垂

★今、夢中になっているこ

とは？

　水上オートバイ、キャン

プやバーベキューなどのア

ウトドアです。集落の知り

合いの人たちで猪苗代湖の

ロッジに行って、酒を飲む

ことが楽しいです。
★これからチャレンジしてみ

たいことは？

　登山や旅行をしてみたい

です。自然を満喫できるし、
いろんな所へ行くことで視
野を広げられるからです。
富士山に登りたいです。
★鮫川村に住んでいて感じ

ることや好きなところは？

　空気がおいしくて星がき

れいです。自然が一番。都

会よりも住みやすいと思い

ます。あとは、人の良さです。
集落の人たちは気持ちがい

い人ばかりで、混ざりやす

い雰囲気を作ってくれます。
仲良くしてもらっているの

で、なおさら鮫川を離れた

くないと思います。
★鮫川村に要望などはあり

ますか？

　コンビニはあった方がい

いと思います。仕事が終わ

る時間には店が閉まってい

るので、村外に行かないと

何も買えません。

■材料（４人分）
大豆…40g　じゅうねん…40g　
【材料Ａ】薄力粉…160g　ベーキングパウダー…少々
【材料Ｂ】卵（Ｍ）…１と1/2個　グラニュー糖…18g

【材料Ｃ】黒砂糖…適量　グラニュー糖…適量　水…適量

■作り方
❶大豆はオーブンで焼いてからミキサーにかける（大豆
のつぶつぶを残す）。じゅうねんはすり潰す。
❷【材料Ａ】をふるいにかける。
❸❷と【材料Ｂ】を合わせて練る。
❹❸をひきのばして長方形（1.5㎝× 5.5㎝）に切り、ね
じってリボン状にする。
❺油を熱して低温でじっくり揚げる。
❻【材料Ｃ】を煮詰めてシロップを作り、❺にからめる。

若者の広場　№ 128

アクリル画

水野博和さん
みずの・ひろかず／赤坂東野字広畑／ 82歳

アクリル画の色彩に魅了されて
尽きないチャレンジ精神

９月は、塩田直樹さん（石井草
字関ノ上在住）の予定です。

気
持
ち
が
い
い
人
ば
か
り

あなたの

Vol.37

光る技

キラり

カムかむかりんとう

今月の一品

16年度アイディア料理コンテスト最優秀賞作品

さ め が わ レ シ ピ

西野光枝さん（62）赤坂西野字名下
紹介者から一言

大豆とエゴマのかりんとうです。かむこと
を意識してもらうために考えました。かり
んとうの食感を出すのが苦労しました。そ
のために何回も試作しました。
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nformationi

■電話番号

鮫川村役場（代表・総務課）
☎ 0247―49―3111
FAX 0247―49―2651

防災無線でむし歯予防
を呼びかけます。
８月の担当は―

こどもセンター

　松島　光
こ う き

輝君
　須藤　蒼

ま ひ る

天君
　中川西温

は る き

基君

２
年
に
１
度

「
は
か
り
」
の
定
期
検
査

　

商
店
・
工
場
・
事
務
所
お
よ

び
官
公
庁
な
ど
で
取
引
や
証
明

行
為
に
使
わ
れ
て
い
る
「
は
か

り
」
は
、
計
量
法
に
よ
り
２
年

に
１
度
の
定
期
検
査
を
受
け
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

次
の
と
お
り
集
合
検
査
を
行

い
ま
す
の
で
、
該
当
す
る
「
は

か
り
」
の
検
査
を
受
け
て
く
だ

さ
い
。
手
数
料
は
当
日
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

日
時　

９
月
１
日
㊋
14
時
～
16

　

時
場
所　

村
公
民
館

対
象　

秤
量
が
５
０
０
キ
ロ
以

多
重
債
務
相
談
を

受
け
付
け
て
い
ま
す

　

福
島
財
務
事
務
所
は
、
返
済

し
き
れ
な
い
ほ
ど
の
借
金
を
抱

え
て
悩
ん
で
い
る
人
た
ち
の
相

談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
状
況
を

聞
き
、
必
要
に
応
じ
て
弁
護
士

や
司
法
書
士
な
ど
の
専
門
家
に

引
き
継
ぎ
ま
す
。
相
談
は
無
料

で
す
の
で
、
気
軽
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

　

国
や
県
の
登
録
を
受
け
ず

に
貸
金
業
を
営
む
、
い
わ
ゆ
る

「
ヤ
ミ
金
融
」
に
は
十
分
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。
利
用
し
て
い

る
貸
金
業
者
の
登
録
状
況
に
関

す
る
問
い
合
わ
せ
や
不
正
に
利

用
し
て
い
る
預
貯
金
口
座
に
関

す
る
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま

す
。

相
談
窓
口　

福
島
財
務
事
務
所

理
財
課
☎
０
２
４
︲
５
３
３

︲
０
０
６
４

受
付
時
間　

平
日
︵
祝
日
、
年

末
年
始
除
く
︶
の
８
時
30
分

か
ら
16
時
30
分
ま
で

問
福
島
財
務
事
務
所
理
財
課
☎

　

０
２
４
︲
５
３
５
︲
０
３
０

　

３
村
民
ゴ
ル
フ
大
会
参
加
者

　

村
体
育
協
会
は
、
世
代
間
交

流
や
ス
ポ
ー
ツ
振
興
を
目
的
に

「
第
24
回
鮫
川
村
民
ゴ
ル
フ
大

会
」
を
行
い
ま
す
。

日
時　

９
月
13
日
㊐
８
時
25
分

　

開
始

場
所　

棚
倉
田
舎
倶
楽
部

対
象
者　

村
民
、
村
出
身
者
、

　

村
内
事
業
所
勤
務
者

参
加
費　

２
千
円　

※
キ
ャ
ン

セ
ル
し
て
も
返
金
で
き
ま
せ

ん
。
プ
レ
ー
費
は
個
人
精
算

で
す
。

申
し
込
み　

８
月
19
日
㊌
︵
厳

守
︶
ま
で

に
参
加
費

を
添
え
て

村
教
育
委

員
会
教
育

課
に
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

問
村
体
育
協
会
事
務
局
︵
村
教

育
委
員
会
教
育
課
内
︶
☎
㊾

３
１
５
１

自
衛
官
採
用
試
験

【
自
衛
官
候
補
生
】

応
募
資
格　

18
歳
以
上
27
歳
未

　

満
の
男
女

試
験
日
・
会
場　

▼
男
子
︙
９

月
19
日
㊏
・
白
河
市
産
業
プ

ラ
ザ
人
材
育
成
セ
ン
タ
ー
▼

女
子
︙
９
月
25
日
㊎
・
郡
山

駐
屯
地

【
一
般
曹
候
補
生
】

応
募
資
格　

18
歳
以
上
27
歳
未

　

満
の
男
女

試
験
日
・
会
場　

９
月
19
日
㊏
・

白
河
市
産
業
プ
ラ
ザ
人
材
育

成
セ
ン
タ
ー

【
航
空
学
生
】

応
募
資
格　

高
校
卒
︵
見
込
み

含
む
︶
以
上
21
歳
未
満
の
男

女
試
験
日
・
会
場　

９
月
23
日
㊌
・

　

郡
山
市
労
働
福
祉
会
館

申
し
込
み　

９
月
８
日
㊋
ま
で

に
自
衛
隊
福
島
地
方
協
力
本

部
白
河
地
域
事
務
所
に
志
願

票
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
自
衛
隊
福
島
地
方
協
力
本
部

白
河
地
域
事
務
所
☎
０
２
４

８
㉔
０
３
７
２

　

下
の
一
般
小
型
は
か
り

問
県
計
量
検
定
所
☎
０
２
４
︲

５
２
１
︲
７
６
５
６
／
村
企

画
調
整
課
商
工
観
光
係
☎
㊾

３
１
１
５

森
林
の
土
地
取
得
に
は

届
け
出
が
必
要
で
す

　

売
買
契
約
の
ほ
か
、
相
続
、

贈
与
、
法
人
の
合
併
な
ど
で
、

森
林
の
土
地
を
新
た
に
取
得

し
た
場
合
は
、
届
け
出
が
必
要

で
す
。
届
け
出
は
、
森
林
法
に

よ
っ
て
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
の

で
、
必
ず
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
国
土
利
用
計
画
法
に

基
づ
く
土
地
売
買
契
約
の
届
出

を
提
出
し
た
場
合
は
、
森
林
の

土
地
所
有
者
届
出
は
不
要
で
す
。

届
け
出
期
間　

所
有
者
と
な
っ

た
日
か
ら
90
日
以
内　

※
相

続
の
場
合
、
相
続
開
始
の
日

か
ら
90
日
以
内
に
、
法
定
相

続
人
の
共
有
物
と
し
て
届
け

出
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

届
け
出
先　

取
得
し
た
土
地
が

　

あ
る
市
町
村

問
村
農
林
課
林
業
畜
産
係
☎
㊾

　

３
１
１
４

介
護
職
ミ
ニ
面
接
相
談
会

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
白
河
は
、
高

齢
者
介
護
事
業
者
と
相
談
や
面

接
が
で
き
る
「
介
護
職
ミ
ニ
面

接
相
談
会
」

を
行
い
ま
す
。

介
護
職
で
働

い
て
い
る
人

の
話
を
聞
い

た
り
、
面
接

選
考
を
受
け
た
り
で
き
ま
す
。

日
時　

８
月
７
日
㊎
13
時
30
分

　

～
15
時
30
分

場
所　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
白
河「
地

　

下
会
議
室
」

対
象　

①
高
齢
者
介
護
職
に
興

味
が
あ
る
人
②
資
格
は
あ
る

が
未
経
験
の
人
③
介
護
職
面

接
希
望
者
な
ど

参
加
費　

無
料

申
し
込
み　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
白

河
の
受
付
ま
た
は
相
談
窓
口

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

電
話
で
も
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
定
員
15
人
に
な
り
次
第
、

受
付
終
了
と
な
り
ま
す
。

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
白
河
☎
０
２

　

４
８
㉔
１
２
５
６

募
集

i

相
談

i
案
内

i

８ 日 は 歯

の

日
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住民福祉課
　健康係　　　 　49-3112
　住民係・福祉係 49-3113
農林課　　　　 　49-3114
企画調整課　　 　49-3115
地域整備課
　建設係　　 　　49-3116
　環境係　　　 　49-3196
農業委員会　　 　49-3197
議会事務局　　 　49-3198
出納室　　　　 　49-3199

【その他の機関】
教育委員会　　 　49-3151
図書館　　　　 　29-1150
農業者トレーニングセンター
　　　　　　　 　49-3295
学校給食センター 49-2113
こどもセンター（保育園・
幼稚園）　　　　　29-1010
保健センター 　　29-1231
国保診療所　 　　49-2028
ほっとはうす・さめがわ
　　　　　　　 　48-2555
手･まめ･館　　 　49-2556
山王の里　　　 　48-2848

■鮫川村公式ホームページ

http://www.vill.samegawa.
fukushima.jp/

12日
㊌

13日
㊍

14日
㊎

15日
㊏

16日
㊐

17日
㊊

役場 ○ ○ ○ ※１ ○
診療所 ○ ○ 休 休 休 ○
図書館 ○ 休 休 ○ ○ ○
トレセン ○ 昼間だけ開館（夜間プール休み）
手・まめ・館 ○ ○ ○ ※２ ○ ○
手まめcafe 休 ○ ○ ※２ ○ ○
さぎり荘 休 ○ ○ ○ ○ ○

（※１）日直が対応します。死亡届など緊急を要するものは受
理できますが、証明書などの発行はできません。
（※２）鮫川花火大会開催日は立ち入り禁止エリアになるため、
17時までの営業となります。

　県と県立医科大学は、東日本大震災以降、「妊
産婦に関する調査」を行っています。県内の妊
産婦の皆さんの現状や要望などを把握し、より

良い産科医療や育児支援を提供することが目的
です。協力をお願いします。
【26年度調査】
対象者　①25年８月１日から26年７月31日まで

に県内市町村から母子健康手帳を交付され

た人②同期間に県外で母子健康手帳を交付
された人で、県内で里帰り出産した人

【27年度調査】
対象者　①26年８月１日から27年７月31日まで

に県内市町村から母子健康手帳を交付され

た人②同期間に県外で母子健康手帳を交付
された人で、県内で里帰り出産をした人

問県立医科大学放射線医学県民健康管理セン

　ター☎ 024-549-5180

■今月の納税　　　　　　　　

村県民税（第２期）
国民健康保険税（第３期）
介護保険料（第３期）
後期高齢者医療保険料（第１期）
※納期限：８月31日(月)

村関係施設の盆休み

妊産婦に関する調査



1415

暮らしに役立つ身近な情報をピックアップ！

情報ＢＯＸ

暮らしのカレンダー
日 月

２ ３
　おおひら整形外科クリニック
　(棚倉町)☎33-9468

●図書館臨時開館

●トレセン臨時開館

９ 10
　塙厚生病院(塙町)☎43-1145

●親子読書教室…10:00 ～ [図]

●図書館臨時開館

●トレセン臨時開館

●３～４カ月児健診・お
　母さんの口腔健康相談
　…13:30 ～／塙厚生病
　院

16 17
　木村医院(矢祭町)☎46-3528 ●図書館臨時開館

●トレセン臨時開館

23 24
　あらまちクリニック

　(棚倉町)☎33-8018

●トレセンプール夜間利用最終日

●鮫川村長選挙…7:00～18:00

●図書館臨時開館

●トレセン臨時開館

30 31
　つちやクリニック(塙町)☎43-2250 ●図書館休館日

●トレセン休館日

●村県民税などの
　納期限

火 水 木 金 土

８/１
●小童まつり

４ ５ ６ ７ ８
◆送迎バス運行日
　(西野・西山・富田方面 )

●筋力づくり教室…
　10:00 ～ 15:00[保]

●鮫川村長選挙立候補
　届出等説明会…13:30
　～／正庁

◆送迎バス運行日
　(中野・東野方面 )

●「さぎり荘」定休日

●「手まめ館」定休日

●やまぶきの会…
　10:00 ～ 15:00[保]

◆送迎バス運行日
　(渡瀬・青生野方面 )

●やまゆり保育室 [こ]

●筋力づくり教室…
　10:00 ～ 15:00[保]

11 12 13 14 15
◆送迎バス運行日
　(西野・西山・富田方面 )

◆送迎バス運行日
　(中野・東野方面 )

●「さぎり荘」定休日

◆送迎バス運行日
　(渡瀬・青生野方面 )

●図書館臨時休館

●筋力づくり教室…
　10:00 ～ 15:00[保]

●診療所臨時休診

●図書館臨時休館

●診療所臨時休診

●鮫川花火大会

18 19 20 21 22
◆送迎バス運行日
　(西野・西山・富田方面 )

●筋力づくり教室…
　10:00 ～ 15:00[保]

●鮫川村長選挙告示立
　候補受付…8:30 ～
　17:00 ／正庁

◆送迎バス運行日
　(中野・東野方面 )

●「さぎり荘」定休日

●やまゆり乳児室 [こ]

◆送迎バス運行日
　(渡瀬・青生野方面 )

●心配ごと相談…
　13:00 ～ 15:00[公]

●筋力づくり教室…
　10:00 ～ 15:00[保]

●出逢い＆ふれあいの
　会…11:00～／鹿角平
　観光牧場

25 26 27 28 29
◆送迎バス運行日
　(西野・西山・富田方面 )

●幼稚園、小・中学校
　第２学期始業式

◆送迎バス運行日
　(中野・東野方面 )

●「さぎり荘」定休日

●１歳６カ月児健診…
　13:00 ～ [保]

●おはなしの森…
　16:00 ～ [図]

◆送迎バス運行日
　(渡瀬・青生野方面 )

●筋力づくり教室…
　10:00 ～ 15:00[保]

９/１ ２ ３ ４ ５
◆送迎バス運行日
　(西野・西山・富田方面 )

●筋力づくり教室…
　10:00 ～ 15:00[保]

◆送迎バス運行日
　(中野・東野方面 )

●「さぎり荘」定休日

●「手まめ館」定休日

◆送迎バス運行日
　(渡瀬・青生野方面 )

●やまゆり保育室 [こ]

●筋力づくり教室…
　10:00 ～ 15:00[保]

●３歳児健診…
　13:00 ～ [保]

人の
動き

７/１現在・（　）は前月比

人口 ３,807人 （－３）
（－１）
（－２）
（＋２）

　女
1,922人　男
1,885人

世帯 1,160戸

i 医＝休日当番医   [公] ＝公民館   [図]＝図書館   [保]＝保健センター
[ト] ＝農業者トレーニングセンター   [こ]＝こどもセンター ８

医

医

医

医

医

※行事などの日程は都合により変更になる場合があります。

おく
やみ

６月届け出分・敬称略

住 所 氏 名 月 日 年齢

草 牛 田子　一夫  6. 6 68歳
道少田 鈴木　静子  6.16 61歳
遠ヶ竜 森　多美子  6.20 80歳
内ヶ竜 緑川シンヨ  6.26 89歳

■社会福祉事業のために[金員]…田
子進市（草牛）　鈴木優（道少田）　
森良一（遠ヶ竜）　緑川義一（内ヶ竜）
■子育て支援のために[金員 ]…田
中康雄（千葉県）
■高齢者の生活を支援する地域づく
りのために[金員 ]…野口弘次（茨城
県）
■ひだまり荘に[タオル]…村商工
会女性部（赤坂和子部長）

寄付
寄贈

６月受理分・敬称略

第１日曜日は環境美化の日

August
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お誕生

６月届け出分・敬称略

本田　枝
え な

愛・女
平 27.6.18 生
住所…木之根
保護者…春希・由貴

※お誕生、おくやみ、寄付・寄贈欄への掲載を希
　望しない人は、届け出の際に申し出てください。

編/集/後 /記
■今回、裏表紙に「手・まめ・館」の生産
者を紹介するコーナーを新たに設けまし
た。こだわりを持って、丹精込めて作って
いる生産者の皆さんの思いを伝えていきま
す。■「こんなコーナーが読みたい」「こん
な事を取り上げてほしい」など、広報さめ
がわに対する要望や意見を聞かせてくださ
い。皆さんの声を少しずつ紙面に生かして
いきたいと思います。（前田）


